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はじめに

大腸癌に対する化学療法の治療成績は oxaliplatinや
CPT-11などの新規抗がん剤，抗 vascular endothelial growth 
factor（VEGF）抗体や抗 epidermal growth factor receptor
（EGFR）抗体といった分子標的薬剤の臨床導入後，飛
躍的に向上している．抗 EGFR抗体は 1次治療から 3
次治療のすべてに適応が認められており，KRAS遺伝
子の変異の有無により抗 EGFR抗体薬の有効性に差が
あることもわかってきた1－ 3）．そこで，当科における抗
EGFR抗体の有用性を明らかにするため，Cetuximabと
Panitumumabの治療成績および安全性について検討した
ので報告する．

対象および方法

当科で2009年 1 月から2012年 9 月の期間に抗 EGFR
抗体を投与した進行再発大腸癌患者64例を対象とした．

Retrospectiveに治療成績および安全性を検討した．
治療効果の判定については Response Evaluation Criteria 

in Solid Tumors（RECIST）ガイドライン ver1．1 4）および
大腸癌取扱い規約第 7版5）に従い，有害事象の判定は
Common Terminology Criteria for Adverse Event（CTCAE） 
ver4．0に従った．統計学的解析は 2群間の比較は χ 2検
定，生存分析は Kaplan-Meier法を用いて Log-rank検定に
より比較解析し，いずれの検定も p＜0．05を有意差あり
と判定した．

結　　果

抗 EGFR抗体を投与した患者の平均年齢は62．9歳（43
－79歳）であり，性別は男性36例，女性28例であった．
1次治療での使用が24例， 2次治療が14例， 3次治療以
降が26例だった．全体の治療効果は奏効率26．6％，病勢
コントロール率51．6％であった．

Cetuximabを投与した39例および Panitumumabを投与
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要　旨：
目　　　的： 当科における進行再発大腸癌に対する抗 EGFR抗体の有用性を明らかにする．
対象と方法： 2009年 1 月から2012年 9 月までに抗 EGFR抗体の投与を行った64例（Cetuximab39例，

Panitumumab25例）を対象とし，retrospectiveに治療成績を検討した．
結　　　果： 男性36例，女性28例．投与 lineは 1次治療24例， 2次14例， 3次以降26例であった．抗

EGFR抗体の効果（K-ras野生型のみ）は奏効率34．7％，病勢コントロール率61．2％，
無増悪生存期間6．0か月であった．Cetuximabと Panitumumabで比較すると，奏効率は
37．5％，32％，病勢コントロール率は54．2％，68％，無増悪生存期間は6．0か月，8．0か
月と両群で有意差はなかった（p＝0．96）．

結　　　語： 抗 EGFR抗体は，奏効率は低いが病勢コントロール率および安全性は比較的良好であった．
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